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特
殊
銅
合
金
メ
ー
カ
ー

の
大
和
合
金

（
本
社
＝
東

京
都
板
橋
区
、
萩
野
源
次

郎
社
長
）
は
、
現
場
む
と

に
個
人
の
残
業
時
間
を
把

握
し
や
す
く
す
る
モ
ニ
タ

ー
の
設
置
を
進
め
る
。
部

署
こ
と
に
負
担
が
偏
ら
な

い
よ
う
意
識
し
、
有
給
休

暇
も
取
り
や
す
く
す
る
の

が
狙
い
だ
。
２
０
２
０
年

１
月
か
ら
は
完
全
週
体
２

日
制
を
導
入
し
年
間
休
日

数
を
増
や
す
ほ
か
、
産
業

医
に
よ
る
社
内
の
巡
回
な

ど
も
始
め
て
お
り
、
従
業

員
の
健
康
と
重
視
し
た
働

き
方
改
革
に
本
腰
を
入
れ

残業モニタニで仕事見える化

モ ニター で残業時 間
や生 産実 績 をタ イム
リー に確 認 できる

・。　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
県
入
間
郡
三
芳
町
）
と

同
社
の
三
芳
工
場

（埼
　
グ
ル
ー
プ
会
社
の
三
芳
合

金
工
業
の
本

社
工
場
（
同
）

お
よ
び
朝
霞

工
場

（埼
玉

県
新
座
市
）

で
、
作
業
現

場

へ
の
モ

ニ
タ
ー
設
置
を

始
め
た
。
各
従
業
員
の
当

月
の
累
積
残
業
時
間
が
毎

日
更
新
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
ま
た
部
門
の

生
産
高
と
目
標
の
差
、
荷

物
を
持
ち
上
げ
る
際
の
安

全
な
姿
勢
な
ど
も
確
認
で

き
る
。

設
置
の
狙
い
は
、
残
業

時
間
を
月
間
４２
時
間
ま
で

に
抑
え
る
こ
と
だ
。
残
業
・

や
実
績
の
デ
ー
タ
を
タ
イ

ム
リ
ト
に
確
認

で
き
る
よ

う
に
な
れ
ば
、
特
定
の
従

業
員
に
負
担
が
集
中
し
な

い
よ
う
部
署
内
で
調
整
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
有
給

休
暇
の
取
得
予
定
も
立
て

や
す
く
な
る
。

さ
ら
に
、
年
間
休
日
数

を
増
や
す
た
め
就
業
時
間

も
変
更
す
る
。
現
在
は
午

前
８
時
か
ら
午
後
４
時
半

ま
で
だ
が
、
来
年
１
月
以

降
は
終
業
時
間
を
５
時
に

延
長
し
て
昼
休
み
を
４５
分

か
ら
１
時
間
に
延
長
。
そ

の
上
で
土
曜
出
勤
数
を
減

ら
す
。

こ
の
ほ
か
、
産
業
医
に

よ
る
毎
月
の
巡
回
や
社
員

と
の
面
談
を
始
め
た
。
産

業
医
に
は
社
内
の
安
全
衛

生
委
員
会
に
も
参
加
し
て

も
ら

っ
て
い
る
。


